
   

BRIDGE KIDS PROGRAMS 2024 

2 月度 実行委員会 次第（議事録） 
 

 

 

日時：2024 年 2 月 21 日（水）19:00～20:30  

場所：ふくふくプラザ 5 階 502 会議室 

議長：藤田副実行委員長 

総括：大西副実行委員長                       

    
1.  開会 

2.  ビジョンの唱和 

3.  議事録作成人の指名  

4.  議事次第ならびに配布資料の確認 

5.  出席者確認 

6.  実行委員長 挨拶 

山下：この会に出席していらっしゃる皆様は、部会のリーダーとして活動される方だと思う。特に招聘型事業に関わる部

会の皆様は、この時期はコミュニケーションをしっかりとるチャンス。事業に近づいてくると色々と差し迫ってくるの

で、なかなかゆっくりコミュニケーションが取れないしその余裕がなくなってくる。ぜひこの時期にどのような形でも良い

ので、自分と関わるボランティアの皆さまとコミュニケーションをしっかり取っていただき、お互いの齟齬・思っていたこ

とのギャップを埋める努力をしていただきたいと思う。そして今回初めての試みで、それぞれの部会がどういったこと

をやっているかというのを改めて発表・共有していただく。それぞれのメンバーのコミュニケーション不足を解消してい

ただく手法だと思っているので、しっかりと共有していきたいし、質問等あればどんどん聞いていただきたい。どうぞよ

ろしく願いします。 

 

7.  全体方針に係る事項 

神吉：今月の実行委員会は、新たな試みとして各部会の紹介と年間計画を発表していただく。意図としては、APCC

の事業を理解していただくことと、自分が所属する部会以外の部会の動きをざっくりと把握していただくことで、事

業に向けた各部会の動きや議案作成に役立てていただきたい。 

   ・ 【全体】 BRIDGE Summer Camp 事業概要（まとめ動画） 

   ・ 【全体】 実行委員会 各部会・室紹介 及び 年間計画 ※資料参照 

     - 各部会 紹介動画（新規ボランティア登録会動画） 

     - 部会紹介（出欠表順） 

   ・ 【医療対策室】 各事業において、各部会で立てる医療対策について ※資料参照 

 

※補足※ 

山下：事務局の説明をさせていただく。APCC の事務局は、他の団体の事務局とは少し立ち位置が違う。JC や他の

団体の事務局は、総務のような周りのお世話をする役割をイメージするかもしれないが、APCC の事務局は職

員を「コーディネーター」と呼んでいる。彼女たちも主要メンバーのような形で部会にも参画し、内容を一緒に決め

ていく立ち位置だと考えてほしい。事務局も月に 1 回「コーディネーターミーティング」で情報共有をし APCC 全

体を把握しているメンバーである。ぜひコーディネーターにも相談等をしていただきたい。 

 

●APCC ビジョン● 

わたしたち APCC メンバーは、 
OMOIYARI の心をもった地球市民となり 
こどもたちの笑顔あふれる世界を実現します。 

＜BKP2024 カレンダー＞ ＜本日の資料＞ 



8.  依頼・報告・確認事項 

（1）【ファミリー部会】 BKP2024 ホストファミリー募集について 

 福松：本日ホストファミリーの申込みが締め切りとなった。286件の申し込みがあったが、シャペロンの申込みが少

ないので延長の方向で進める。皆様の周りにシャペロンの受け入れをしてくれる方がいらっしゃったらお声が

けをお願いします。 

 

（2）【ボランティアプロモーション部会】  

・新規ボランティア登録説明会について 

    加治屋：説明会は第3回まで終了している。それぞれの回で部会長、副部会長に参加いただいている。ボランテ

ィアさんの数をより多く確保したい部会の皆様は各説明会にPRしていただきたい。ご協力をお願いします。 

 

・ボランティア交流会の開催について 

 吉川：第1回目の交流会が4月7日(日)、第2回目が5月19日(日)となっている。いずれも【あいくる】で【14：  

00～17：00】で開催予定。①ボランティアさん同士が仲良くなる ②APCCのことを知ってもらうということ

を目的とする。1回目はボランティアさん同士が仲良くなることに重きをおいて、APCCは簡単に説明をして

いく流れにしたい。2回目はクイズ形式等でAPCCをもう少し詳しく知っていただいたり、他の部会を知ってい

ただくようにしたりしたいと考えている。ぜひいろんな部会の方にご参加いただきたい。後日参加についてはメ

ールにてお知らせする予定。よろしくお願いします。 

 

9.  次回開催日について 

日時：2024年 3月 21日（木） 

 場所：ふくふくプラザ 5F 502会議室 

 議案提出締切： 

（執行部）3/5火、（実行委員会）3/18月 

 

10.  事務局より 

岡本：APCCと関わりがある西鉄から、ホークスの試合を少し安く買える観戦チケットの案内です。日程は5/6でGWの

最終日。購入希望の場合は、事務局まで連絡を。 

 

髙橋：名刺のデータの確認をお願いします。次回の実行委員会でお渡しする際に、1,100円／50枚 頂戴したいと

思うので、よろしくお願いします。 

 

11.  総括 

大西：本日もお疲れ様でした。本日はビジュアルで各部会の説明があってすごくわかりやすかったのではないかなと思う。

山下実行委員長が言われたように初めての試みだったが、今までは文字だけで担当じゃない部会を見る機会が

あまりない中で、心のなかでは理解しているが、ビジュアルで見てみると「こんな規模感でやっているんだな」「こうい

う雰囲気なんだな」というのがよくわかったと思う。改めてすごい事業をやっているだと感じる。他に色々な部会で

様々な角度から支え合っている事業だなと思う。何千というボランティアさん全員が英語を喋れるわけではない。

英語はできなくても良い。ただ、英語ができたらもっと楽しいと思う。福岡は「国際交流」と訴えているのに、圧倒

的に英語を話せる人は少ない。そのため、福岡は外国人にとって旅行がしにくい。ペラペラでなくていい。APCCに

携わるためのきっかけにして少し英語を学ぶことが大切だと思う。APCCの理事会で麻生理事長が「世界の人口

の中で日本語が話せる人は2％」という言葉に衝撃を受けた。そうであれば少しでも英語を話して世界の人と話

せたほうが自分たちにとって大きいと思う。何か身近なことから英語を身近に感じてもらえたら。例えばジャグリッシ

ュ(和製英語)をしっかりと理解せず外国人に使い、外国人がポカーンとしている。言葉の意味から興味を持てい

き、例えば部会内で使ってみる。伝わったら楽しくなると思うので、そこまでもっていっていただいたら良いと思う。



APCC内でも英語が堪能な方はいらっしゃるので、【部会の中で英語の時間を作ってみる】【5分間英語だけで

やりましょう】といったことがあっても良いのではと思う。英語に“触れる”機会をもっと増やすと福岡も外国人に優し

い都市になるのではないかと思う。事業までまだ時間はあるので、今からなにか始めてみてはいかがでしょうか。本

日もお疲れ様でした。 

 

12.  閉会 

＜配布資料＞ 
 
次第・出欠表 
 
P1  ブリッジ サマーキャンプ期間中の予定 
P2  ブリッジ サマーキャンプ 参加予定国・地域 
<各部会年間計画＞ 
P3-4  ウェルカム部会 
P5-6  ファミリー部会 
P7-9  オリエンテーション部会 
P10-11  スクールビジット部会 
P12-14 イベント部会 
P15-16 PA プログラム部会 
P17-18 チャレンジトリップ部会 
P19-21 ボランティア・プロモーション部会 
P22-23 資金部会 
P24-25  安全管理室 
P26 医療対策室 
P27 【医療】 医療対応について 
P28 【ボラプロ】 ボックスプロモーション部会より 
 
（別添） 
＜前回のご欠席の方のみ＞ 
・就任依頼書 
・リーダーズマニュアル（2024 年度版） 


